
６年 ステップ 

 

１０ 比例と反比例 
学

年 

 

 
組 

 氏

名 

 

 

１  下の表で，○は□に比例していますか。 

（１） 

 

                            答え  

 

（２） 

 

                            答え  

 

 

 

２ 次の表は，紙の枚数
まいすう

と重さを調べたものです。 

 

 

 

 

（１）紙の重さは，枚数に比例していますか。       答え 

 

（２）紙の枚数が２倍，３倍，４倍…になったとき，紙の重さはどのように変わりますか。 

 

                    答え  

 

（３）上の表のアからエにあてはまる数を書きましょう。 

 

   答え  

 

（４）この紙１枚の重さは何ｇですか。           

                            答え 

 

（５）この紙２ｋｇの枚数は何枚ですか。 

                            答え  

 

□（分） ５ ４ ３ ２ １ 

○（ｃｍ） ３０ ２４ １８ １２ ６ 

 

比例している 

□（分） １ ２ ３ ４ ５ 

○（ｃｍ） ２０ １９ １８ １７ １６ 

 

比例していない 

【考え方１】 □が２倍，３倍…のとき，それにともなって○も２倍，３倍…となるとき，○は□に比例して

いるといえます。したがって（１）は比例しているといえます。 

【考え方２】 ○を□でわったとき，どの列も答えが６になるので，（１）は比例しているといえます。 

紙の枚数□（枚） １ ２ ３ ４ ５ 

重さ○（ｇ） ２０ ４０ ６０ ８０ １００ 

○÷□ ２０ ア イ ウ エ 

 

ア（ ２０ ）  イ（ ２０  ）  ウ（ ２０ ） エ（  ２０ ） 

２０ ｇ 

比例している 

２倍，３倍，４倍…となる 

１００ 枚 紙１枚の重さは４ｇと分かったので，２ｋｇを２０００ｇと直し，

２０００ｇを２０ｇでわれば枚数を求めることができます。 



１０ 

２０ 

３０ 

４０ 

５０ 

６０ 

７０ （ｃｍ） 

０ ５ １０ ２０ １５ ２５ ３０ ３５ ４０ （分） 

３ ゆきひでさんの家の風呂は，直方体の形をしています。その風呂にお湯を入れて    

います。お湯を入れる時間とお湯の深さの関係を表にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）お湯を入れる時間（□）が０のときのお湯の深さ（○）の値はいくらですか。 

 

                            答え 

 

（２）お湯を入れる時間（□）の値とお湯の深さ（○）の値の組を，下のグラフに表しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お湯を入れる時間□（分） ５ １０ １５ ２０ ２５ 

お湯の深さ○（ｃｍ） １０ ２０ ３０ ４０ ５０ 

 

〔お湯を入れる時間とお湯の深さ〕 

０ 

〔お湯を入れる時間とお湯の深さ〕 



４ 下の表は，三角形の底辺の長さが決まっているときの，高さと面積の関係を表し    

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）三角形の面積は，高さに比例しますか。 

 

                         答え 

 

（２）この三角形の底辺の長さは何ｃｍですか。 

 

  

                       式 

 

 

 

                       答え 

 

（３）この三角形の面積が５４ｃｍ２のとき，高さは何ｃｍですか。 

 

   

                 式 

 

 

 

                 答え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 底辺の長さは６ｃｍと決まっているので，公式に当

てはめると，高さを求めることができます。 

高さ□（ｃｍ） ３ ６ ９ １２ １５ 

面積○（ｃｍ２） ９ １８ ２７ ３６ ４５ 

 

〔三角形の高さと面積〕 

比例する 
どの場合も，○÷□の答えが３になるので，

比例するといえます。 

底辺を△とすると 

△×３÷２＝９ 

△＝９×２÷３＝６ 

 

 ６ ｃｍ 

 三角形の面積の公式は，「底辺×高さ÷２」なので，

高さ３，面積９を当てはめると，底辺の長さを求める

ことができます。 

６×□÷２＝５４ 

□＝５４×２÷６＝１８ 

 １８ ｃｍ 



５ 下の（１），（２）の２つの量で， が  に反比例しているときは○，反比例して

いないときは×をつけましょう。  

                                             

    ２つの量  と  があり，  の値が２倍，３倍，・・・になると，それにともなって の値が 

             になるとき，「  は に反比例する 」といいます。 

 

（１）面積が１８ｃｍ２の三角形の底辺の長さと高さ 

 

 

                               答え  

 

（２）まわりの長さが２０ｃｍの長方形の縦の長さと横の長さ 

 

                                

                               答え  

 

 

６ 下の表は，自動車がＡ
エー

市からＢ
ビー

市までの間をいろいろな速さで走るときの，時速とか

かる時間を表したものです。 

 

 

 

 

 

（１）かかる時間は，時速に反比例しますか。そのわけも説明しましょう。 

 

 

 

 

（２）上の表のア，イにあてはまる数を書きましょう。 

      時間＝道のり÷速さ に当てはめて計算します。 

 

          答え 

 

（３） と  の関係を，式に表しましょう。 

 

                            答え 

 

１

２
倍，

１

３
倍，・・・

底辺の長さ （ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ 

 高さ   （ｃｍ） ３６ １８ １２ ９ ７.２ 

  

○ 

× 

縦の長さ  （ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ 

横の長さ   （ｃｍ） ９ ８ ７ ６ ５ 

  

時速      （ｋｍ） １０ ２０ ３０ ４０ ５０ 

かかる時間  （時間） ６ ３ ２ ア イ 

  

ア（ １.５または 
３

２
 ）  イ（ １.２または 

６

５
  ） 

＝６０÷ 

反比例している。  

【理由の例】時速が２倍，３倍になると，それにともなってかかる時間が 

      になっているから。 

  

（別の理由）時速とかかる時間の積が，６０で決まった数になるから。 

１

２
倍，

１

３
倍



（４）  の値が１５のときの の値を求めましょう。 

                              答え 

 

（５）  の値が５のときの の値を求めましょう。 

                            答え 

 

 

７  下の表は，面積が２４ｃｍ２の平行四辺形の高さと底辺を表したものです。 

（１）表を完成させましょう。 

 

 

 

 

（２）底辺は高さに反比例していますか。 

                            答え 

 

（３）高さ  の値と底辺  の値の組を，下のグラフに表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）の関係があるので，５＝６０÷  となります。 

       よって，  ＝６０÷５ 

             ＝１２ となります。 

高さ  （ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ １２ ２４ 

底辺  （ｃｍ） ２４ １２ ８ ６ ４.８ ４ ３ ２ １ 

                       ※４.８は ２４
５

 でもよい。 

反比例している 

 ４ 

 ８ 

１２ 

１６ 

１６ 

２０ 

２４ 
（ｃｍ） 

０ ２ ４ ８ ６ １０ １２ １４ （ｃｍ） 

 ２ 

 ６ 

１０ 

１４ 

１８ 

１８ 

２２ 

１６ １８ ２０ ２２ ２４ 

〔面積が２４ｃｍ２の平行四辺形の高さと底辺〕 

  ４  時間 

 時速１２ ｋｍ 

（３）の関係があるので， ＝６０÷１５となります。 

             ＝４ となります。 


